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ＣＯＮＴＥＮＴＳ　もくじ
　田島町集会所のうぐいす色を
した桜「御衣黄」。この桜は、咲き
始めは黄緑色ですが、開花が進
むにつれ花弁の中心が赤色へと
変わる珍しい桜です。名前の由
来は、昔、身分の高い人が着てい
た衣のうぐいす色の衣服にちな
んで名付けられたそうです。

ぎょいこう



日田市の財政推計（普通会計）
　市では将来の財政見通しを明らかにするため、平成28年度から平成32年度までの今後５か年の財政推計を作成し、
ホームページに掲載しています。今号では、その中から主な内容についてお知らせします。
※普通会計とは一般会計と特別会計の一部（診療所事業・給水施設事業・住宅新築資金等貸付事業・情報センター事業）を一つの
会計としてまとめたものです。

財政推計

普通交付税の市町村合併に伴う優遇措置とは
　　平成17年度の市町村合併以降26年度までは、新日田市として通常の算定を行った場合の普通交付税額に替えて、合
併前の旧市町村ごとに算定を行った場合の合算額が交付される優遇措置がとられています。しかし、平成27年度から
優遇措置分が段階的に削減され、平成31年度までで終了します。平成27年度の削減額の実績は約1.8億円で、優遇措
置が終了したあとの最終的な削減額を今回の推計では約13.4億円と見込んでいます。

歳
　
出

区分 平成28年度
①

平成32年度
②

差し引き
②‐① 概要

人件費

扶助費

公債費

投資的経費

その他

歳出総額

53.6

78.4

48.0

45.3

135.8

361.2

53.9

71.9

49.3

56.8

126.1

357.9

0.3

△6.5

1.3

11.5

△9.7

△3.3

職員人件費については、平成27年２月に策定した日田市定員管理計画
（平成27年度～平成32年度）の職員数に基づいて積算しています。
※人件費のうち退職手当については、平成28年度が約2.7億円、平成32年度が4.0億円。
生活保護費は増加が見込まれますが、児童関連費用は児童数の減少によ
る減が見込まれます。
施設の更新等による影響で各年度で変動がありますが、市債残高につい
ては減少していきます。
建設事業費については、公共施設等総合管理計画による必要な施設整備
を含めて計上しています。施設の更新等により増加が見込まれます。
日田市版総合戦略に盛り込まれた新規及び拡充分の事業費を平成28年度
以降の毎年度に約４億円見込んでいます。
国民健康保険特別会計への繰出金については、従来分に加えて国民健康
保険税の負担緩和措置として、毎年度２億円を見込んでいます。

■歳出

歳
　
入

区分 平成28年度
①

平成32年度
②

差し引き
②‐① 概要

市税

地方交付税

国県支出金

市債

その他

歳入総額

76.4

123.0

76.8

34.9

47.9

359.0

73.4

111.6

77.4

40.6

49.2

352.2

△3.0

△11.4

0.6

5.7

1.3

△6.8

景気は回復基調にあるものの、大きな伸びは見込めず、税制改正による
法人市民税の減などを見込み、全体では減少します。
合併による普通交付税の優遇措置（約13.4億円）が、５年間で段階的に
削減されます。
事業費の増減に伴い各年度で変動がありますが、平成30年度以降で増加
が見込まれます。

施設の更新等による影響で平成30年度以降で増加が見込まれます。

総合戦略に盛り込まれた事業の財源を補うため、特定目的基金の繰入れ
の増加を見込んでいます。

※財政調整基金・減債基金・退職手当基金からの繰入額は含めていません。

■歳入

※総額は端数処理のため内訳と一致しません。

【財政推計の目的等】
　この推計は、平成27年度の決算見込額及び平成28年度当初予算額を基礎に、以下の目的で試算したものです。
①健全な財政運営のために必要となる平成28年度から平成32年度までの５か年の予算編成の基礎的資料とするもの
②中期的視点から、日田市総合計画における施策・事業を進める際の財源の目安とするもの
③今後、地方創生を実現するための取組に係る費用や施設の更新・改修費用などの財政需要が増加していくと予測さ
れることから、市の将来の財政状況を市民に公表し、本市の行財政運営に対する理解をお願いするもの

※将来の予算額を決定したものではありません。

問財政課財政係☎㉒８６３４（市役所４階）

（単位：億円）

（単位：億円）
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■３基金残高と市債残高（市の借金）の推移 
　平成32年度までの試算では、市税の大きな伸びは見込めないこと、また、普通交付税についても市町村合併に伴う優
遇措置の終了によって今後段階的に削減されていくことなどから、歳入の減少が大きく歳出の抑制を行っても財源不足が
生じます。財源不足を補うため、３基金を取り崩すことになり、残高が減少します。
　また、市債残高については、今後の借入額よりも償還額が上回る見込みであることから、残高は減少していきます。
※３基金残高とは、財政調整基金・減債基金・退職手当基金の３つの基金を合算した額のことです。

【財政の健全化に向けて】
　こうした厳しい財政状況に適切に対応していくため、行政改革大綱に基づく行財政改革の取組を一層強化し、財政の
健全化を進めていきます。具体的には、事務事業の見直しや経費の削減及び歳入の確保対策の推進、資産・負債の情報
を明らかにした財政状況の「見える化」（新公会計制度の導入）などに取り組んでいきます。

　経常収支比率とは、税など自治体が自由に使える収入に対し、公債費
や人件費、扶助費といった経常的に必要な費用の占める割合のことで、
家計に例えると、給料などのような毎月決まって得られる収入に対し
て、住居費や光熱水費、ローンの返済などのような、毎月確実に支出し
なければならない経費の割合のことです。

■経常収支比率

平成28年度
①

平成32年度
②

差し引き
②－①

95.0％ 97.6％ 2.6ポイント

■

■

■ ■ ■ ■

▲

▲
▲ ▲ ▲ ▲

平成32年度平成31年度平成29年度 平成30年度平成28年度平成27年度

（億円）

390

380

■
▲
歳入
歳出

370

360

350

340

386.0億円

382.0億円
361.2億円

359.0億円

358.4億円

352.5億円

356.9億円

350.8億円

359.1億円

351.5億円

357.9億円

352.2億円

【歳入・歳出の推移】
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92.3

（億円）

420

400

380

360

340

320
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401.8
391.8

378.6
368.7

359.0 353.9

３基金残高 市債残高
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　一億総活躍社会の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい高齢者を支援するため、「高
齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）」の支給を実施します。

　年金を受給していなくても
　　　　　　　今回の給付金の支給対象者になりますか？
支給対象者になります。
年金を受給しているか否かは問いません。

支給対象者になります。
平成27年度臨時福祉給付金を実際に受給したか否かは問いません。

問・臨時福祉給付金に関すること　
　　臨時福祉給付金担当　☎㉒８３４０（市役所２階）
　　社会福祉課福祉総務係☎㉒８２０３（市役所１階）
　・市民税の課税に関すること
　　税務課市民税係　　　☎㉒８３９６（市役所１階）

高齢者向け給付金についてお知らせします

　平成27年度「臨時福祉給付金」支給対象者の内、平成29年３月31日までに65歳以上となる人
※平成27年１月１日現在、日田市の住民基本台帳に記載されている人で、平成27年度の市民税が非課税
の人（ただし、市民税課税者の扶養親族や生活保護者等は対象外です）

■支給対象者　対象となりうる人には５月20日以降、通知と申請書を郵送します　

■支給額
　１人につき３万円　※支給は一回のみ。

■申請受付期間
　５月31日㈫から８月31日㈬まで　※当日消印有効。
　申請書が届いた人は、内容を確認のうえ、同封の返信用封筒で郵送してください。
※記載内容等にご不明な点がある場合は、下記までご連絡ください。

　平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者に該当しますが、実際に
は受給していません。今回の給付金の支給対象者になりますか？

　なお、平成28年度中にはこの給付金以外に「平成28年度臨時福祉給
付金」及び「低所得の障害・遺族年金受給者向け給付金」の給付事業
もあります。
　こちらにつきましては、９月以降にご案内します。
（９月下旬以降に、対象者には通知と申請書を送付する予定です）

ファミリー・サポート・センター会員募集
　ファミリー・サポート・センターとは、子育て
の手助けを受けたい人（おねがい会員）と手助け
を行いたい人（まかせて会員）が会員となり、地
域の中で互いに支え合う会員組織です。
　入会すると、次のような場合にまかせて会員が
子育ての手助けをします。
・こども園、保育園、小学校等（以下「保育施設
等」）の開始前や終了後の預かり
・保育施設等までの送迎
・冠婚葬祭、学校行事等の場合の預かり
・買物等、外出の場合の預かり
・子供が軽度の病気の場合の預かり
※対象の子供を預かる場所は、原則、まかせて会員（子
育ての手助けを行う人）の自宅です。

おねがい会員 まかせて会員

利用の
申込み

活動報告
書の提出

まかせて
会員の紹介

活動終了後、
報酬の受渡し

事前打合せ・活動開始

援助活動
の依頼

１
３

６

４ ５

２

ファミリー・サポート・センター
　　　　アドバイザー

　※事前の
会員登録必要

市内に住所を有する、生後３か月
以上小学生以下の子供の保護者

市内に住所を有する、心身共に健
康な20歳以上の人で、センターが
指定する講習会等を受講した人

おねがい会員

まかせて会員

入会資格

申込方法

申込書はファミリー・サポート・センター（中央児童館内）に備え付けています。
申込受付後、アドバイザーが簡単な面接を行います。
※申込みには、印鑑が必要です。

まかせて会員養成講習会

　まかせて会員への新規登録を希望する人を対象に講習会を
実施します。
　登録には受講が条件です。
▶とき　　５月23日㈪　午前９時～午後５時
▶ところ　中央児童館
※事前に電話でお申し込みください。
▶申込期限　５月20日㈮

問ファミリー・サポート・センター ☎㉗６４０６（中央児童館内）

利用時間・利用料金

※食事代・交通費など（実費）の金額は、事前の打合せ
時に決定します。
※万一の事故に備えて各種補償保険に加入します。
 （保険料は市が負担）

月～金曜日（祝日及び年末年始を除く）
午前７時～午後７時

１時間あたり
６００円

土・日曜日、祝日及び
上記以外の時間

１時間あたり
７００円

利用時間 利用料金
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市政情報ピックアップ

▼納期限　５月31日㈫　
※軽自動車税の領収証書は車検を受けるときに必要です。車検
証と一緒に大切に保管してください。

　納税通知書は５月６日㈮に発送予定です。

軽自動車税の減免
　次の①から③のいずれかに該当する場合は、軽自動車
税の減免を受けられる場合があります。詳細は税務課税
制窓口係又は各振興局にお問い合わせください。

▼申請期限　５月31日㈫
①障がい者減免
　障がい者本人が所有し、障がい者のために使用する軽
自動車（障がい者が18歳未満の場合等は、家族所有の
軽自動車も含む）

※減免の対象となる障がいの程度、軽自動車の使用頻度等には
一定の基準があります。

▼申請に必要なもの　
　印鑑、運転免許証、車検証、身体障害者手帳等、軽自
動車税納税通知書

②身体障がい者用構造減免
　身体に障がいのある人が利用するために改造された
軽自動車

▼申請に必要なもの　
　印鑑、車検証、構造が確認できる写真、軽自動車税
納税通知書
③公益減免
　公益法人などが所有する軽自動車で、公益のために
直接使用する車

▼申請に必要なもの
　法人の代表者印、車検証、軽自動車税納税通知書、
運行計画書等、定款

●軽自動車税及び自動車税の納税は５月31日までに

▼納期限　５月31日㈫　
　自動車税は、４月１日現在の登録上の所有者（割賦販
売の場合は使用者）に課税されます。金融機関、郵便
局、コンビニエンスストア等で納付してください。
　また、今年度からパソコン等を利用してクレジットカ
ードで納税できるようになります。

▼平成28年度自動車税グリーン化税制について
【重課】
・対象車
　新車新規登録から11年を経過しているディーゼル車及
び13年を経過しているガソリン車（ＬＰＧ車を含む）
・内容
　税率より概ね15％加算されます。
【軽課】
　新車新規登録された年度の翌年度１年間については、
一定の要件を満たす電気自動車などは軽減措置が受けら
れます。
※自動車税に関する詳細は、下記にお問い合わせください。
 〈ホームページアドレス〉
　http://www.pref.oita.jp/site/zei/

減免申請書への個人番号・法人番号の記載について
　番号法の施行に伴い、減免申請書に納税義務者の個
人番号（法人の場合は法人番号）の記載と、減免申請
書提出の際に番号法に基づく本人確認（個人番号確認
＋身元確認）が必要となりました。各申請に必要なも
のと併せてマイナンバーカード又は通知カードと身元
確認ができるもの（運転免許証、旅券等）を持参して
ください。
※申請に必要なものに納税義務者の身元確認ができるものが
含まれている場合は、追加で持参する必要はありません。
※法人の場合は、本人確認はありません。

問税務課税制窓口係☎㉒８３９７（市役所１階）

問大分県日田県税事務所☎㉒４１７５

自動車税（普通自動車）

軽自動車税
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▼対象者
　市内に１年以上事業所（本社）を有し、引き続き同一
事業を営んでいる中小企業、又は市外から進出の際に
「立地協定」を締結した誘致企業で、市税に滞納がな
く、次に該当するＵＩターン者（対象労働者）を雇用
する事業者
①対象労働者を期間の定めのない雇用契約で、６か月間
以上正規雇用すること 
②１週間の所定労働時間が30時間以上で、雇用保険、健
康保険等に加入している 
③対象労働者は40歳未満で、過去１年以内に２回以上離
職及び転職していない
④新卒者及び事業者の３親等以内の親族を除く 
⑤雇用の理由が、同族会社間の出向及び配置転換による
ものでない
⑥１年以上市外で居住し、転入後６か月以内もしくは転
入前２か月以内に市内の事業所に新規雇用されている 
⑦日田市企業立地促進条例に定める雇用助成金の対象者
以外 

●日田市ＵＩターン者雇用促進支援事業奨励金制度
ＵＩターンで市内に移り住む人を、積極的に雇用する市内事業者に奨励金を支給

問商工労政課雇用 ･ 労働環境係☎㉒８２３９（市役所３階）

▼奨励金の額
　対象労働者１人あたり20万円
　（１事業者につき当該年度４人まで）

▼申請手続
①開始報告
　対象労働者を正規雇用して２か月以内に開始報告書を
提出
②申請
　正規雇用して６か月が経過した後、１か月以内に申請
兼実績報告書を提出

※制度の詳細及び様式等は、市ホームページ又は下記にお問い
合わせください。

　食生活改善推進員とは、「私たちの健康は私たちの手
で」をスローガンとして、地域で活躍しているボランテ
ィアです。
　市では、現在182人の食生活改善推進員が、子供から高
齢者までの幅広い世代を対象に、料理教室などを通じて
地域の健康づくりのために活動しています。
　食生活改善推進員になるには、推進員養成講座研修生
として全10回の養成講座の受講が必要です。
　原則、全日程に出席できる人で、受講後にボランティ
アとして活動に携わることができる人を募集します。
※２回目の講座から調理実習があります。

●食生活改善推進員養成講座　研修生募集

▼ところ　
　ウェルピア　栄養実習室

▼時間　午前９時30分～午後１時

▼対象　
　日田市在住で70歳までの人（男女を問いません）

▼募集数　24人

▼参加費　無料
※ただし食品成分表代540円が必要です。

▼募集締切　５月20日㈮

開講式・食推協とは？
次回から調理実習！その前に…

食品成分表の見方を知ろう

食品成分表を使って栄養価計算をしてみよう

日田市の抱える健康課題は何だろう？

メタボリックシンドロームとは？

食事バランスガイドとは？

歯の健康について知ろう

上手な減塩のポイント

ライフステージと食事

食育とは？・食品表示を知ろう・閉講式

実施日 実施日講座内容（予定） 講座内容（予定）

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

７回目

８回目

９回目

10回目

７ 月４日㈪

７ 月25日㈪

８ 月29日㈪

９ 月26日㈪

10月24日㈪

11月28日㈪

12月19日㈪

１ 月23日㈪

２ 月27日㈪

３ 月６日㈪

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）
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●ウォーキング＆スロージョギングⓇ教室
　　　　　　　　　　　　　　　in田来原美しい森づくり公園

　大山ダム建設に伴い、周辺地域の振興を目的に整備し
ていた、田来原美しい森づくり公園が平成28年４月に供
用開始しました。
　公園内にはウォーキング・ジョギングコース（1.0km・
1.5km）が整備されています。新しく整備された公園で健
康づくりのためにウォーキングやスロージョギングⓇを
してみませんか？

▼講師
　栗山 緑 氏（予定）

▼とき
　５月28日㈯　午前10時～午後１時
　（受付時間　午前９時15分～午前10時）

▼ところ
　田来原美しい森づくり公園（大山町西大山1595番6）

▼当日について
　公園内のコース（1.5km）を２周程度歩きますので、水
分を準備し、動きやすい服装でお越しください

▼申込方法
　下記に電話で申込み
※当日、大原グラウンド横駐車場から現地までバス送迎を行い
ます。希望する人はお申し込みください。（先着60人）

▼申込期限　５月23日㈪

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）

●よい歯のコンクール参加者募集

　健康で活力ある人生を送るため、80歳で20本の歯を残
すことを目指す「８０２０運動」の一環としてコンクー
ルを開催します。

▼とき　６月５日㈰　 
※時間は申込み時にお知らせします。

▼ところ　パトリア日田　ギャラリー

▼参加資格　
・親と子のよい歯のコンクール
　虫歯なし又は全て治療済みの親と平成27年度に３歳児
健診を受診し、虫歯がなかった幼児
・高齢者のよい歯のコンクール
　80歳以上（昭和11年３月31日以前生まれ）で自分の歯
（歯の根）が20本以上残っている人

※過去にコンクールで受賞した人は除きます。
※下記に電話でお申し込みください。

▼申込期限　５月13日㈮

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）

６月４日～10日は「歯と口の健康週間」
災害に備えて
ひた防災メールを
登録しましょう

　気象警報や災害情報、避難情報等をメールで
お知らせします。
　hitacity@jijo.bosai.info宛て（上記の二次元
コードからアドレスを読み取ることができま
す）に空メールを送信し、返信されたメールか
ら登録してください。
　

問防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）

防災メールＱＲコード

また市では、平常時はも
ちろん、緊急時は災害情
報などFacebookで配信
しています。
日田市公式
Facebook
ＱＲコード
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リニューアル
　　　進んでます！

日
田
市

複
合
文
化

施
設

　日田市複合文化施設の愛称、ロゴマークを
募集したところ、愛称に252件、ロゴマークに
105件の応募がありました。
　多数の応募の中から、愛称、ロゴマークは
右記のとおりに決定しました。
　愛称の「アオーゼ（ＡＯＳＥ）」について
は、複合文化施設が目指す姿である、社会教
育エリアの形成。これを英語で表現すると、
「Area Of Social Education」となり、これ
らの言葉の頭文字を綴ると「ＡＯＳＥ」となり
ます。これは日本語の「会おうぜ」に通じ、表
記をカタカナの「アオーゼ」にし、たくさんの
人が利用するイメージになっています。
　また、ロゴマークについては、「中央公民
館」「博物館」「美術品展示施設」の各々の
入り口を表し、それが屏風のように立体的に
バランスよく広がることで成り立っている状
態を象徴化しています。３つの入り口を横断
する円弧が、誰もが気軽に利用できる風通しの
良さと、この施設で生まれる出会いや学びの楽
しさを表現し、白いスペースで日田市の「Ｈ」
を形成しています。

日田市複合文化施設の愛称、ロゴマークが決定しました！

■完成した日田市複合文化施設の概要紹介
　１階は多目的ホール、音楽室、練習室
　２階は美術展示ギャラリー、会議室１・２・３、体験学習室１
　３階は博物館（常設展示室、企画展示室）、ボランティアルーム、体験学習室２

多目的ホール

音楽室
練習室

社会教育課

日田市
体育協会

美術展示ギャラリー

会議室２

会議室３

会議室１

体験
学習室１

博物館
常設展示室１ 企画展示室

体験
学習室２

博物館
事務室

ボランティア
ルーム

常設展示室３
常設展
示室２

公民館運
営事業団

日田市
連合育友会

■ロゴマーク　松崎 誠（35歳）静岡市

■愛称　吉田慶嗣（72歳）秋田市

アオーゼ
ＡＯＳＥ

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒８２２４（市役所２階）

エントランス
ホール

ピロティ

吹抜 吹抜収蔵庫→ 収蔵庫→
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固
定
資
産
税
の

　
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
税
１
年
分

（
第
１
〜
４
期
分
）
の
納
付
書
を
５
月
中

旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
２
期
以
降
分
の
納

付
書
は
大
切
に
保
管
し
、
各
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
括
し

て
納
付
す
る
場
合
は
、
全
納
期
分
の
納
付

書
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
第
１
期
か
ら
第

４
期
分
の
納
付
書
４
枚
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
第
１
期
分
の
納
期
限
は
５
月
31
日

㈫
で
す
。

　
災
害
等
に
よ
っ
て
土
地
や
家
屋
が
、
き

損
又
は
滅
失
し
た
場
合
、
納
期
限
ま
で
に

減
免
の
申
請
を
行
う
こ
と
で
減
免
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

減
免
の
申
請
期
限
が
「
納
期
限
ま
で
」
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

問
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６
（
市
役
所
１
階
）

育
児
休
業
制
度

　
　
　
　
　
推
進
事
業
助
成
金

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進

す
る
た
め
に
、
就
業
規
則
を
新
た
に
作
成

し
、
労
働
基
準
監
督
署
に
届
け
出
た
事
業

者
に
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
市
内
に
本
社
又
は
主
た
る
事
業
所
（
従

業
員
９
人
以
下
）
を
有
す
る
事
業
者

■
助
成
対
象
経
費　

　
育
児
・
介
護
休
業
等
に
関
す
る
規
定
を

記
載
し
た
就
業
規
則
を
新
た
に
作
成
す

　
る
に
あ
た
り
、
社
会
保
険
労
務
士
に
支

払
っ
た
作
成
費
用

■
助
成
金　
就
業
規
則
作
成
費
用

　
１
事
業
所
あ
た
り
20
万
円
を
上
限

■
申
込
方
法　

　
就
業
規
則
を
労
働
基
準
監
督
署
に
届
出

後
３
か
月
以
内
又
は
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
に
、

必
要
書
類
を
左
記
に
提
出

※

申
請
書
類
は
左
記
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係　
　

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

建
設
産
業
若
手
技
能
後
継
者

　
　
　
　
　
育
成
事
業
補
助
金

　
専
従
者
が
職
業
訓
練
施
設
で
修
学
す
る

市
内
建
設
業
事
業
者
に
、
補
助
金
を
支
給

し
ま
す
。

■
対
象
者　

　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
建
設

業
事
業
者

■
助
成
対
象

　
40
歳
未
満
の
若
年
専
従
者

■
助
成
金

　
１
事
業
所
あ
た
り
50
万
円
を
上
限

■
申
込
方
法

　
５
月
31
日
㈫
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出

■
申
請
の
流
れ

　
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
実
績
報
告

書
と
必
要
書
類
を
左
記
に
提
出

※

申
請
書
類
は
左
記
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係　
　

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

公
共
下
水
道
の
排
水
区
域
の

　
　
　
変
更
に
関
す
る
公
聴
会

■
と
き　
６
月
８
日
㈬　
午
後
７
時
〜

■
と
こ
ろ　
市
役
所
４
階　
庁
議
室

■
公
述
申
出
書
提
出
期
限　

　
５
月
24
日
㈫　
午
後
５
時
ま
で

※
意
見
の
申
出
を
希
望
す
る
人
は
、
「
公
述
申

出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
計
画
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
人
（
公
述
人
）

が
い
な
い
場
合
は
公
聴
会
を
中
止
し
、
そ
の
旨

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。　

変
更
案
（
素
案
）
の
縦
覧

■
と
き　

　
５
月
10
日
㈫
〜
24
日
㈫
（
平
日
の
み
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
市
役
所
５
階　
下
水
道
課

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）　

道
路
環
境
美
化
事
業
を

　
　
行
っ
て
い
る
団
体
に
助
成

■
対
象

　
市
道
沿
い
の
草
刈
り
を
行
っ
て
い
る
自

治
会
等
の
団
体

※
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

■
助
成
内
容

　
１
㎡
あ
た
り
８
円

※
た
だ
し
、
助
成
は
１
回
限
り
。

■
申
込
方
法

　
左
記
又
は
各
振
興
局
に
申
込
み

■
申
込
期
限　
５
月
27
日
㈮

問
土
木
課
河
川
水
路
係

　
☎
㉒
８
２
１
６
（
市
役
所
５
階
）

日
田
市
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　
　
　
　
支
援
助
成
金
制
度

　
市
内
の
企
業
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
う
大
分
県
内
の
学
生
に
助
成
金
を
支

給
し
ま
す
。

■
対
象
者　
大
分
県
内
に
居
住
し
、
大
分

県
内
の
学
校
（
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
）
で
修
学
し
て
い
る
学
生
で
、
市
内

の
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

す
る
人

■
助
成
金　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
に

か
か
る
交
通
費
と
宿
泊
費
の
合
計
の
２

分
の
１
の
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

・
交
通
費　
居
住
地
と
実
施
地
の
最
寄
駅

を
往
復
す
る
公
共
交
通
機
関
（
タ
ク
シ

ー
除
く
）
の
交
通
費

・
宿
泊
費　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
か
か

る
宿
泊
費
（
１
泊
あ
た
り
７
０
０
０
円

上
限
で
最
大
５
泊
分
）

■
申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
終
了

後
１
か
月
以
内
、
又
は
平
成
29
年
３
月

31
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
に
、
申

請
書
兼
実
績
報
告
書
を
提
出

※

申
込
み
に
は
、
経
費
の
領
収
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

※

申
込
み
は
左
記
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

問
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

 

市
内
の
高
校
生
の
就
学
を
援
助

■
対
象　
市
内
の
高
校
に
就
学
す
る
生
徒

の
保
護
者
で
次
の
全
て
を
満
た
す
人

・
中
津
江
村
又
は
上
津
江
町
に
住
所
が
あ
る

・
下
宿
等
に
係
る
費
用
を
支
払
っ
て
い
る

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る

■
補
助
内
容

　

下
宿
（
部
屋
代
・
食
費
）
、
学
校
寮

（
寮
費
・
食
費
）
、
親
戚
宅
等
（
家

賃
・
食
費
相
当
額
）

※

就
学
す
る
高
等
学
校
か
ら
５
㎞
以
内
の
下
宿

等
が
対
象
で
す
。

※

食
費
相
当
額
は
、
一
人
に
付
き
２
万
５
０
０

０
円
（
定
額
）
で
す
。

※

電
気
代
等
の
管
理
費
は
除
き
ま
す
。

■
補
助
金
額
（
月
額
）

　
補
助
対
象
費
用
か
ら
３
万
５
０
０
０
円

を
控
除
し
、
１
０
０
円
未
満
の
端
数
を

切
り
捨
て
た
額

※

上
限
額
は
月
額
１
万
３
０
０
０
円
。
（
親
戚

宅
等
は
８
０
０
０
円
）

■
申
請
期
限　
５
月
31
日
㈫

※

６
月
以
降
に
下
宿
等
の
利
用
を
開
始
し
た
場

合
は
、
開
始
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
。

※

申
請
用
紙
は
左
記
及
び
各
振
興
局
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。　
　

問
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

平
成
28
年
度
特
定
計
量
器

　
　
　
（
は
か
り
）
定
期
検
査

　
計
量
器
を
「
取
引
」
や
「
証
明
」
に
使

用
し
て
い
る
人
は
、
計
量
法
に
基
づ
い

て
、
２
年
に
１
回
実
施
さ
れ
る
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
検
査
対
象

・
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
商
品
の
詰
込
み

や
宅
配
便
の
引
受
け
な
ど
、
取
引
に
使

っ
て
い
る
計
量
器

・
病
院
な
ど
で
の
体
重
測
定
や
商
品
の
説

明
書
に
掲
載
す
る
た
め
に
計
量
値
を
測

る
な
ど
、
証
明
の
た
め
に
使
う
計
量
器

※

検
査
日
程
、
移
動
で
き
な
い
計
量
器
の
受
検
や

検
査
手
数
料
な
ど
、
詳
細
は
大
分
県
産
業
科
学

技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
計
量

検
定
担
当

　
☎
０
９
７‐

５
９
６‐

７
１
０
２

　
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
受
取
時
間
外
窓
口
を
開
設

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
通
知
ハ

ガ
キ
入
り
の
封
書
が
届
い
た
人
は
、
平
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の

間
に
カ
ー
ド
の
受
取
り
が
で
き
ま
す
。

　
持
参
す
る
も
の
を
封
書
の
書
類
で
確
認

し
、
市
民
課
（
市
役
所
１
階
）
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
都
合
の

つ
か
な
い
人
は
、
左
記
の
日
時
で
時
間
外

窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 　
　

■
と
き　
５
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
・　

　
28
日
㈯
・
29
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
市
役
所
１
階　
市
民
課

※

北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

経
済
セ
ン
サ
ス
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
経
済
セ
ン
サ
ス‐

活
動
調
査
」
は
、

総
務
省
と
経
済
産
業
省
が
６
月
１
日
現
在

で
、
全
国
の
事
業
所
及
び
企
業
を
対
象
に

行
う
調
査
で
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
事
業

所
・
企
業
の
経
済
活
動
を
全
国
的
及
び
地

域
別
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
５
月
下

旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
調
査
対
象
事
業
所
に
は
、
５
月
下
旬
か

ら
身
分
証
を
携
行
し
た
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
、
統
計

作
成
の
目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
情
報
統
計
課
情
報
・
統
計
係　

　
☎
㉒
８
２
６
０
（
市
役
所
６
階
）

自
転
車
等
の
放
置
は

　
　
　
　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う

　
公
共
の
場
所
に
お
け
る
自
転
車
等
の
放

置
は
、
街
の
景
観
を
損
な
う
原
因
と
な
る

だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
等
の
通
行
の
妨
げ

と
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
日
田
駅
周
辺
で
は
歩
道
や
車
道

上
に
数
多
く
の
迷
惑
駐
輪
が
あ
り
、
苦
情

も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
条
例
に
基
づ
き
、
14
日
間
以

上
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
等
を
適
時
撤

去
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

竹
田
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
完
了

　
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
た
、
竹

田
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
完
了
し
ま

し
た
。

　

公
園
に
は
、
遊
具
広
場
や
多
目
的
広

場
、
全
長
約
110
ｍ
の
せ
せ
ら
ぎ
水
路
等
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
園
利
用
者
駐
車
場
は
、
午
前

９
時
〜
午
後
７
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

※

一
部
の
施
設
で
芝
生
養
生
の
た
め
、
立
入
禁
止

と
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
ひ
た
４
月
15
日
号
の
中
で
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

　
表
紙　
県
民
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
祭　

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
開
催
日

誤　
５
月
18
日
㈯

正　
５
月
14
日
㈯

（
申
込
み
は
５
月
12
日
㈭
ま
で
に
水
郷
日
田
タ

ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
（
盛
池
）

☎
０
８
０‐

４
４
５
０‐

２
２
６
３
に
お
電
話

く
だ
さ
い
）

問
政
策
企
画
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係

　
☎
㉒
８
６
２
７
（
市
役
所
６
階
）

お
知
ら
せ

せ
い
け
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健
康
・
福
祉

５
月
は
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
福
祉
手
当
（
特

別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
）
を

５
月
11
日
㈬
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※

次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健

施
設
を
含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し

て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が

い
者
の
援
護
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

の
び
の
び
発
達
相
談

　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
を

対
象
に
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、

保
育
士
、
臨
床
心
理
士
、
保
健
師
が
、
子

供
の
発
達
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き

　
５
月
27
日
㈮　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
内
容

・
「
動
き
が
激
し
い
」
「
こ
だ
わ
り
が
強

い
」
「
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な
い
」
な

ど
発
達
や
子
供
へ
の
関
わ
り
方
に
関
す

る
相
談

・
聞
こ
え
や
言
葉
に
関
す
る
相
談

・
声
の
掛
け
方
や
遊
び
方
な
ど
子
育
て
に

関
す
る
相
談

※

左
記
に
電
話
で
申
込
み
。
（
予
約
制
）

■
申
込
期
限　
５
月
13
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

在
宅
重
度
障
が
い
者
住
宅

　
　
　
　
　
　
改
造
資
金
助
成

■
対
象　

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手

帳
Ａ
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
本
人
が

属
す
る
世
帯
の
生
計
中
心
者
（
障
が
い

の
あ
る
人
の
生
計
を
実
質
的
に
支
え
る

人
）
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０
０
万

円
未
満
の
世
帯

■
助
成
額

　
補
助
基
準
額
（
60
万
円
を
上
限
）
の
３
分

の
２
以
内
（
40
万
円
以
内
）

■
申
込
期
限　
５
月
31
日
㈫

※

障
が
い
の
内
容
に
応
じ
た
住
宅
改
造
が
対
象
で

す
。
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
　
　
　
　
　
　
受
講
者
募
集

■
と
き

　
６
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈬
の
38
日
間

（
原
則
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

　
午
後
５
時
30
分
又
は
６
時
30
分
か
ら

■
と
こ
ろ　

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園
（
石
井

町
一
丁
目
）
他

■
対
象　
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

■
募
集
数　
15
人

■
受
講
料

　
６
万
６
０
６
９
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※

申
込
書
は
日
田
園
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※

詳
細
は
日
田
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
園
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
係

☎
㉓
３
５
３
５

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

入
院
時
食
事
療
養
費
見
直
し

　
国
民
健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
４
月

１
日
か
ら
入
院
時
の
食
事
代
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

　
所
得
区
分
が
一
般
（
課
税
）
の
人
に
つ

い
て
は
、
１
食
あ
た
り
２
６
０
円
か
ら
３

６
０
円
に
引
き
上
げ
、
低
所
得
者
（
非
課

税
）
、
指
定
難
病
患
者
、
小
児
慢
性
特
定

疾
病
児
童
、
精
神
病
床
長
期
入
院
患
者
に

つ
い
て
は
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

老
齢
基
礎
年
金
の

       　
繰
上
げ
・
繰
下
げ
請
求

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
原

則
と
し
て
65
歳
で
す
が
、
60
歳
か
ら
繰
上

げ
て
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
支
給
を
繰
上
げ
た
場
合
、
生

涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
、
障

害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
な
く
な
る
こ
と

等
の
留
意
点
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　
ま
た
66
歳
以
降
に
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
始
め
る
繰
下
げ
請
求
の
場
合
は
、
年

金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

日
赤
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

　
５
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
活
動
資
金
の
寄

附
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
寄
附
い
た
だ
い
た
資
金
は
、
災
害
時
の

救
護
活
動
、
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
献

血
活
動
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
国
保
･
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域

　
　
　
　
５
月
15
日
か
ら
拡
大

　

５
月
15
日
か
ら
清
水
町
の
一
部
地
域

で
、
新
た
に
下
水
道
の
利
用
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
区
域
内
に
建
物
を
所
有

し
て
い
る
人
は
、
建
物
か
ら
排
出
す
る
汚

水
（
台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、
洗
濯
等
で

生
じ
る
排
水
）
を
下
水
道
に
流
し
込
む
た

め
の
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

【
関
係
図
面
の
縦
覧
】

　
拡
大
す
る
供
用
開
始
区
域
の
関
係
図
面

を
次
の
日
程
で
縦
覧
し
ま
す
。

■
と
き　
５
月
２
日
㈪
〜
16
日
㈪

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ　
市
役
所
５
階　
下
水
道
課

問
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）
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タ
ウ
ン
情
報

貸
付
農
園
利
用
者
募
集

　　
市
内
在
住
の
人
を
対
象
に
、
石
井
工
業

団
地
内
に
あ
る
貸
付
農
園
の
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
貸
付
期
限　
平
成
29
年
３
月
31
日

■
貸
付
区
画

　
３
区
画
（
１
区
画
約
100
㎡
）

■
利
用
料　
無
料

■
貸
付
条
件

①
野
菜
・
花
等
を
栽
培
（
樹
木
の
栽
培
は
不
可
）

②
営
利
目
的
の
作
物
栽
培
は
不
可

■
申
込
期
限　
５
月
20
日
㈮　
必
着

※

貸
付
者
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

※

申
込
方
法
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
企
業
立
地
推
進
室

　
☎
㉒
８
３
１
３
（
市
役
所
３
階)

日
田
い
ち

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
５
月
８
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

①
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

②
パ
ト
リ
ア
日
田　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

□
参
加
費

①
１
ブ
ー
ス
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無

料
）
、
企
業
・
飲
食
ブ
ー
ス
１
０
０
０
円

②
１
ブ
ー
ス
１
５
０
０
円
、
企
業
・
飲
食

ブ
ー
ス
２
５
０
０
円

□
申
込
期
限　
５
月
４
日
㈷

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
西
岡
）

　
☎
０
９
０
‐
８
８
３
３
‐
２
３
１
９

日
田
の
古
謡
公
開
講
座

　
日
田
の
古
謡
の
発
掘
と
保
存
を
テ
ー
マ

に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
初
め
て
参
加
す

る
人
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
５
月
15
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午　
桂
林
公
民
館

問
民
謡
邦
楽
部
☎
㉒
３
４
０
８
（
樋
口
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念

　
　
　
　
　
「
竹
田
公
園
交
流
ま
つ
り
」

　
新
し
い
竹
田
公
園
の
完
成
を
祝
う
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。
バ
ン
ド
演
奏
、
エ
ノ

ハ
の
つ
か
み
取
り
、
宝
探
し
、
屋
台
、
ジ

ャ
グ
リ
ン
グ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
を
行

い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
５
月
15
日
㈰　

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
竹
田
公
園
（
若
宮
町　
鮎
や
な
横
）

※

少
雨
決
行
。

問
若
宮
町
青
壮
年
会
（
佐
藤
）

　
☎
０
９
０‐

２
５
８
１‐

９
１
４
５

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
５
月
18
日
㈬　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
、
気
持
ち
の
分
か
ち
合
い
を

行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
６
月
２
日
㈭　
午
後
２
時
〜
４
時

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

□
参
加
料　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　
５
月
25
日
㈬

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

決め付けずに「見る」

　＜我々はたいていの場合、見てから定義しな
いで、定義してから見る＞
　この言葉を残した、ウォルター・リップマンの
職業はジャーナリスト。第１次世界大戦前後から
20世紀半ばにかけてアメリカで活躍し、1922年に
発表した自著作にこの表現を記しました。
　人が実体験によって知り得る事象は限られて
おり、ほとんどの事象はメディアなどを通じて
知るといってもいいでしょう。ところが、リッ
プマンはメディアの報道そのものに冒頭のよう
な傾向があるため、現実と完全に一致しないこ
とがあるとし、そればかりか、報道の受け手側
も内容を自身に都合よく解釈するため、現実と
人の認識の間に「ズレ」が生じると指摘してい
ます。
　情報が溢れ、同時にあらゆる機会でその情報
に接することができる現代社会は、このズレが
大きくなってしまいがちです。そのうえ、「実
体験に基づいた現実に即した定義」であって
も、それが少数派の場合、多数派の「他者や世
間一般の定義」になびいてしまう風潮が見られ
ます。
　さらに、このズレは先入観や思い込みと組み
合わさり、差別心や偏見性を助長してしまう要
素を持っています。例えば、血液型による性格
判断などは、その代表例といえるのではないで
しょうか。「○型はわがまま」「○型とは意見
が合わない」など血液型でひと括りにし、相手
や他人を評することは、＜定義してから見る＞
典型例であるといえます。欧米諸国には、この
ような科学的に立証されていない「血液型の定
義」は存在せず、迷信に惑わされやすい日本人
の象徴的な一例のようです。
　リップマンは、100年前に「定義＝決め付け＝
偏見・差別」の危険性をすでに見抜いていたの
かもしれません。100年という年月が経過した
今、現実や事実、そして過去の歴史と正しく向
きあった「定義」をそれぞれが身につけること
に気付く必要があるのではないでしょうか。
　　　　　　問人権啓発センター
　　　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

募
集

う 

た

　　次回の広報ひた5月15日号は、5月16日㈪に発送します。Information 5．1
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ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

高齢者を見守る
　高齢者の孤立死や徘徊による行方不明などを防ぐこ
とを目的とした「ひた高齢者等見守りあんしんネッ
ト」の発足式が、３月30日に市役所で行われた。こ
の取組は、新聞や牛乳等の配達や配食サービス、電
気・ガス、郵便局など、住民と接する機会が多い20
の事業者と市、警察が協力協定を締結し、高齢者の異
変を発見した際の迅速な対応を可能とするもの。

忘れない　風化させない
　「地震・津波･･･そして現在」と題した、東日本
大震災シンポジウムが、３月26日、パトリア日田で
開催された。震災直後からボランティア派遣や物資
の支援などを通して被災者との交流を行っている日
本緊急援助隊チーム大分主催のシンポジウムで、当
日は石巻市から被災者をパネラーに迎えた座談会や
中学生ボランティアの体験発表等が行われた。

奥日田を親子で満喫
　３月27日、奥日田観光キャンペーンイベントとし
て、上津江町の上津江フィッシングパークで「親子で
ニジマス釣りに挑戦！」が開催された。このイベント
は事前に放流したニジマスを制限時間内に釣るもの
で、県内外から24組89人が参加した。当日は気温が
低く、ニジマスの動きが鈍いとのことだったが、参加
した家族連れは渓流釣りの楽しさを満喫していた。

環境対策を評価され
　日産自動車（株）が実施する「ＥＶをもっと身近
に！プロジェクト」に日田市が採択され、電気自動
車の無償貸与を受けることになり、３月14日、納車
式が行われた。これは、省エネ等の温暖化対策に取
り組む自治体に３年間電気自動車を貸与するもの。
貸与車両は８時間で満充電し、約180kmの走行が可能
となっているほかに非常電源としても活用できる。
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地域の春の大祭
　４月10日、内河町原地区の松尾神社と生目八幡宮
で春の大祭が行われた。松尾神社の御神体「きのう
さま」は、開運や子宝、子供のおねしょに御利益が
あるとされている。大祭は「原きのうさま祭り」と
して現在は地元の「きばる会」が開催して今年で25
回目を迎える。また、生目八幡祭では地元住民によ
る接待が行われており、参拝客などでにぎわった。

はる いくめ

はる

プロも顔負けの熱演
　４月10日、天瀬公民館前の広場をメイン会場に、
天ヶ瀬温泉まつりが開催された。会場では温泉祭り
どんたく隊の踊りやまんぷく屋台でおいしい物を頬
張る人でにぎわっていた。また、天ヶ瀬温泉まつり
の恒例イベントで、今年50周年の歴史を持つ地元住
民による素人芝居「天ヶ瀬座」では、役者の熱演が
観客でいっぱいになった会場を沸かせた。

的をほがして無病息災
　中津江村合瀬の宮園津江神社で、４月15日、五穀
豊穣や家内安全を祈願する老松様の的ほがし祭（大
分県選択無形民俗文化財）が行われた。
　社殿で行われた神事で、裏に「鬼」と記された的
を神主が矛で突き、その後境内に移した的を狙っ
て、氏子が竹でできた手製の弓矢を射った。矢はな
かなか真っ直ぐに飛ばず、参加者は苦戦していた。

五穀豊穣を祈願
　五穀豊穣と無病息災を祈願する御田植祭（大分県
指定無形民俗文化財）が、４月15日に大原八幡宮で
行われた。牛と牛使いに扮した氏子が代かきをする
姿は、牛が嫌がって足を上げたりするユーモラスな
しぐさに、参列者から笑いが起きた。
　その後、地元の園児たちが早乙女に扮し、五穀豊
穣を願う田植行事を行った。
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塚
田
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
建
築

関
係
の
仕
事
に
就
職
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
「
小
さ
い
頃
か
ら
、
い
ず
れ

農
業
を
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
」
と
ス
イ
カ
農
家
の
後
継
者
と
な

り
ま
し
た
。

　
現
在
、
山
田
原
の
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
畑
で
ス
イ
カ
栽
培
を
し
て
い
ま

す
。
腐
葉
土
や
ぼ
か
し
等
の
有
機
肥

料
を
使
い
、
新
品
種
の
ス
イ
カ
栽
培

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
「
消
費
者
に

美
味
し
い
ス
イ
カ
を
提
供
し
た
い
。

食
べ
た
人
が
健
康
に
な
る
農
業
を
目

指
し
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
23
歳
の
時
、
「
農
業
を
し
て
い
る

仲
間
や
頑
張
っ
て
い
る
農
業
者
と
知

り
合
い
た
い
」
と
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
日

田
青
年
農
業
研
究
会
に
入
会
。
現

在
、
会
長
と
し
て
青
年
農
業
者
を
引

っ
張
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
日
田
青
年
農
業
研

究
会
は
、
昭
和
41
年
に
発
足
し
、
農

業
者
の
情
報
共
有
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
草
刈

作
業
、
観
光
祭
前
の
ゴ
ミ
拾
い
）
、

親
睦
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
一
つ
に
、
30
年
間
続
い
て

い
る
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
保
育

園
や
幼
稚
園
の
子
供
た
ち
と
芋
掘
り

体
験
を
行
う
も
の
で
、
子
供
た
ち
の

笑
顔
を
見
る
た
び
に
、
安
心
で
き

て
、
お
い
し
い
農
作
物
を
自
分
た
ち

の
手
で
届
け
た
い
と
い
う
原
点
に
立

ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
ま

す
。
　
塚
田
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
青
年

農
業
研
究
会
に
つ
い
て
、
「
農
業
を

し
な
が
ら
で
も
色
々
な
こ
と
を
学
べ

る
機
会
を
、
少
し
で
も
よ
い
か
ら
設

け
て
い
き
た
い
。
今
、
ど
う
に
か
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
相
談
で

日田の輝き人を紹介します

ＨＩＴＡＪＩＮ
子
供
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

　まずは地域の一員になることを考え、地域の方々と
会って話をすることを大切に活動してきました。
　１年間を振り返ってみると、たくさんの人に出会
え、町の人が温かく見守ってくれたことが、一番あり

がたいと感じています。
　こんなにたくさんの人と関わり
を持てるのは、地域おこし協力隊
ならではの醍醐味です。
　町の人が笑顔になるお手伝いが
できるよう、これからも走り続け
たいと思います。 問まちづくり推進課☎㉒８３５６（市役所６階）

き
、
解
決
し
て
い
け
る
よ
う
な
場
所

に
し
た
い
。
そ
し
て
、
会
員
が
こ
の

青
年
農
業
研
究
会
を
通
じ
て
成
長

し
、
日
田
の
農
業
を
支
え
て
い
け
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

　
農
業
後
継
者
だ
け
で
な
く
、
新
規

就
農
者
や
今
は
農
業
を
し
て
い
な
く

て
も
、
農
業
に
興
味
が
あ
っ
て
、
将

来
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
人

は
、
年
齢
、
性
別
は
問
わ
ず
入
会
で

き
ま
す
。

　
農
業
に
取
り
組
む
た
め
の
取
っ
掛

り
と
し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
人
が
情

報
を
得
る
た
め
の
場
と
し
て
青
年
農

業
研
究
会
を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
塚

田
さ
ん
。

　
今
後
の
日
田
市
の
農
業
を
支
え
る

存
在
と
な
る
青
年
農
業
研
究
会
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地域おこし協力隊活動紹介①

前津江で「全力疾走」 　この１年は、前津江町のたくさんの自然に触れ、お
いしい食べ物をいただき、地域の方々の優しさに出会
うことができました。
　地域を巡回し、高齢者の方々とお話をすると、昔話か
ら最近の出来事まで楽しそうに話をしてくれました。
　今年度も昨年同様、地域を見守り、地域の方々とお
話をすることを中心に考えてい
ますが、何か一つでも前津江町
に貢献できるよう頑張っていき
たいと思います。
　町で見かけましたら、気軽に
声を掛けてください。

上田啓介さん
篠原 翔さん

今回は前津江地区で活躍している上田さん、篠原さんのご紹介です！

今回から、シリーズで農業に頑張っている皆さんを紹介していきます。
今月は、ＪＡおおいた日田青年農業研究会会長の塚田寿さんです。

塚田 寿さん

芋掘り体験の様子
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大
好
き
!
図
書
館

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
□とき
５月14日㈯　午後３時～４時
５月28日㈯　午前11時～正午
□ところ
児童コーナー

はいくしょうてんがい
苅田澄子／作
たごもりのりこ／絵
偕成社
　
　ふうちゃんが近所の商
店街を通りかかると、な
んと看板の絵がとびだし
てきた。たこやき、くりまん、まねきねこ、
ラーメンなど、みんなで俳句をよみはじめる
…。ゆかいな絵童話。

福島が日本を超える日
浜 矩子、白井 聡、藻谷浩
介、大友良英、内田 樹／著
かもがわ出版

　2015年、国と東電の責
任を問う裁判の原告を対
象にした講演会の記録。
浜 矩子、白井 聡、藻谷浩介、大友良英、
内田 樹が福島に出向き、裁判の原告に対
して福島の闘いが創り上げたものの歴史的
かつ全国的な意義を語る。
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４
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３
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６
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26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金

５月の休館日（○…休館日）

日本おとぼけ絵画史
金子信久／著
講談社

　ヘタウマ、へそまが
り、いやーな感じ…。庶
民が愛好し、日本人の心
を潤してきた「とぼけて
いる」としか言いようのない、素敵な絵画
群。その大きな流れをたのしく紹介。日本美
術のもうひとつの何かが姿を現す。

■
人
権
コ
ー
ナ
ー

　
部
落
問
題
、
い
じ
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど

い
ろ
ん
な
人
権
問
題
に
関
す
る
本
が
あ
り

ま
す
。
大
人
向
き
の
本
ば
か
り
で
は
な

く
、
絵
本
な
ど
の

児
童
書
も
あ
り
、

小
さ
な
お
子
様
に

も
分
か
り
や
す
い

と
思
い
ま
す
。

　
是
非
立
ち
寄
っ

て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
今
回
は
図
書
館
の
「
本
の
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

　
■
聴
本
コ
ー
ナ
ー

　
〝
聴
く
〞
本
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
本
の
朗
読
を
Ｃ
Ｄ
に
し
た
も
の
で
、
文

学
作
品
を
中
心
に
揃
え
て
い
ま
す
。
本
を

〝
読
む
〞
の
で
は
な
く
、
た
ま
に
は
ゆ
っ

た
り
と
〝
聴
い
て
み
る
〞
の
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
聴
本
コ
ー
ナ
ー
の
下
に
は

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。

数
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
自
然
や

生
き
も
の
な
ど

「
心
の
癒
し
」
に

な
る
も
の
を
集
め

て
い
ま
す
。

■
大
活
字
本
コ
ー
ナ
ー

　
弱
視
の
人
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
行

間
を
調
整
し
、
大
き
な
活
字
で
組
み
直
し

た
本
を
「
大
活
字
本
」
「
大
活
字
図
書
」

と
い
い
ま
す
。

　
現
代
文
学
の
ほ
か
、
少
し
で
す
が
民
話

や
料
理
の
本
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
字

を
大
き
く
す
る
だ

け
で
な
く
、
見
や

す
い
書
体
を
採
用

し
て
い
る
本
も
あ

り
、
高
齢
の
人
に

も
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

■
洋
書
コ
ー
ナ
ー

　
英
語
の
本
が
揃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

人
向
け
の
本
か
ら
子
供
向
け
の
絵
本
ま
で

幅
広
く
あ
り
ま
す
。

　
子
供
向
け
の
絵

本
の
中
に
は
、
英

語
に
カ
タ
カ
ナ
で

読
み
や
日
本
語
の

意
味
も
書
か
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

新刊情報

17 広報ひた　2016. 5. 1



 H a p p y
 B i r t h d a y

月生まれ５
　７月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。６月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の２次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）政策企画課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

穴井真碧ちゃん
（２歳・秋山町）

ま お
財津凜心ちゃん
（２歳・日ノ出町）

り と
小笠原悠仁ちゃん
（２歳・丸山２丁目）

ゆうと
高倉早彩ちゃん
（３歳・天瀬町女子畑）

さあや

篠田佳成ちゃん
（１歳・中釣町）

かいせい
渡辺唯乃理ちゃん
（１歳・玉川町）

い の り
中島泰士郎ちゃん
（１歳・市ノ瀬町）

たいしろう
髙西湊太ちゃん
（１歳・財津町）

そうた

後藤優愛ちゃん
（１歳・諸留町）

ゆ あ
櫻井紡希ちゃん
（１歳・城町２丁目）

つむぎ
伊藤 歩ちゃん
（１歳・東羽田町）

あゆむ
宮崎咲良ちゃん
（１歳・内河町）

さ ら
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成28年３月31日現在） 

■人口　
　67,893人
　（前月比－401人）
・男　32,077人
・女　35,816人
■世帯数
　27,093世帯

　玉ねぎの収穫
　25日㈬　午前11時～
　チャレンジキッズ
　（ひまわりの種まき）
　25日㈬　午後３時30分～
●療育事業
　（音あそび＆お弁当の日）
　27日㈮　午前11時～
　３Ｂ体操
　31日㈫　午前11時～ 午前９時～午後５時30分

月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　５月の主な催し

天瀬児童館　☎57８９２２

●お家の人へのプレゼント作り
　３日㈷～５日㈷・７日㈯
　午前10時30分～
●お話し会
　　11日㈬　午後３時30分～
　　12日㈭　午前10時30分～
●制作の日
　　25日㈬　午後３時30分～
　　26日㈭　午前10時30分～

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

午前９時～午後４時30分
日曜日、祝日休館

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

●お家の人へのプレゼント作り
　７日㈯　午前10時30分～　　
　すくすく相談
　19日㈭　午前10時～
※母子健康手帳を持参してください。
　芋苗植え
　28日㈯　午前10時30分～

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●お誕生会
　10日㈫　午前10時～正午
●せいまお兄さんと遊ぼう！
　17日㈫　午前10時～11時
●ランチｄａｙ
　19日㈭　午前10時～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★イクメンサタディ①～パパと一緒～
　ウッド平島公園でミニ遠足（弁当持参）
　７日㈯　午前10時30分～
★わくわくアロマ生活
（アンチエイジングローション作り）
　13日㈮　午前10時～11時30分
　材料費　1,000円
●４・５月生まれのお誕生会
　27日㈮　午前11時～
※誕生者は15分前に集合。

午前９時30分～正午、
午後１時～３時30分（火・金曜
日は午後１時30分～４時まで）
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

●お外で遊ぼう
　９日㈪　午前11時～
●お誕生会
　23日㈪　午前11時～
※誕生者は30分前に集合。
●身体計測
　26日㈭　午前11時～正午

午前９時～午後５時
金・土曜日休館
（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●おしゃべりクラブ
　11日㈬　午前11時～正午　
★ママヨガ
　16日㈪　
　午前10時30分～11時30分
●プレママくらぶ
　18日㈬　午後１時30分～３時
●リトミック
　23日㈪
　午前11時30分～正午

午前９時30分～正午、
午後１時30分～３時30分
土・日曜日休館

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳

小

小

乳

乳

乳

小

小

乳
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市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て
36

第21回

５月８日㈰

午前９時30分～午後３時30分
ローズヒルあまがせ
（天瀬農業公園）

遊花祭
　春のバラのシーズンがやってきます。
　五馬高原の広々とした豊かな大自然の中で育った、
優雅で華麗なバラの花の鮮やかさと香りを楽しみな
がら、ゆっくりとした時間を過ごしてください。

ステージイベント
・動物戦隊ジュウオウジャーショー
・藤蔭高校吹奏楽部演奏
・五馬保育園ステージショー
・カクテルショーなど

遊の広場
・ふぁふぁドーム

ふれあい広場
・アグリマーケット
・味の広場
・花のふれあい広場

春のバラフェア

　約200種類のバラが咲きます。期間中は、バラ苗
の抽選会やバラ育成相談会等を行います。
■とき　　５月９日㈪～15日㈰　午前９時～午後５時
■入園料　高校生以上300円、小・中学生100円
　バラの花摘み体験
　一人20本程度の花摘み体験ができます。摘んだ花
はお持ち帰りできます。（有料・要予約）
■とき　　５月29日㈰　午後１時から
■参加費　一人500円
※事前に左記にお申込みください。

問遊花祭実行委員会事務局（天瀬振興局）
　☎57３１４７

　
先
日
ま
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
か
ら
ボ
タ
ン
桜
ま
で
、
春
色

に
染
ま
っ
て
い
た
町
が
、
今
は
燃
え
る
よ
う
な
新
緑
に
包

ま
れ
、
い
よ
い
よ
日
田
の
夏
の
幕
開
け
を
感
じ
始
め
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
年
で
山
が
一
番
輝
く
こ
の
季
節
。
山
に
囲
ま
れ
た
町

に
住
む
豊
か
さ
を
感
じ
る
季
節
で
す
。
山
は
、
豊
か
な
森

林
資
源
と
し
て
の
木
材
、
蓄
え
ら
れ
た
水
資
源
な
ど
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
く
れ
る
数
々
の
資
源
を
生
み
出

し
て
く
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
身
近
な
資
源
を
見
つ
め
直
し
、
活
用
す
る

「
産
業
観
光
」
と
い
う
定
義
の
地
域
振
興
策
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
「
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
あ
る
産
業
文
化
財
、

生
産
現
場
及
び
産
業
製
品
を
観
光
資
源
と
し
、
そ
れ
ら
を
通

じ
て
も
の
づ
く
り
の
心
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
人
的
交
流
を

促
進
す
る
観
光
活
動
を
い
う
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
「
従
来
の
よ
う
な
物
見
遊
山
と
い
う
受
動
的
な
観
光
資
源

で
は
な
く
、
製
造
工
程
の
見
学
・
体
験
・
学
習
と
い
っ
た
、

知
的
好
奇
心
を
満
た
す
側
面
を
強
調
し
た
観
光
活
動
」
で
あ

る
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
て
も
い
ま
す
。

　
日
田
市
は
、
こ
れ
ま
で
観
光
都
市
と
し
て
数
々
の
イ
ベ

ン
ト
や
文
化
・
歴
史
等
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
る
と
同
時

に
、
環
境
都
市
日
本
一
を
目
指
し
「
自
然
を
生
か
し
た
エ

コ
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
バ
イ
オ

マ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
循
環
型
社
会
に
配
慮
し
た
施
設
へ

の
視
察
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
物
見
遊
山
的

観
光
か
ら
、
学
び
や
気
付
き
を
加
味
し
た
新
た
な
興
味
を

も
っ
て
訪
れ
る
方
々
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
10
月
、
日
田
市
で
「
全
国
産
業
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
ひ
た
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
準
備
を
進
め
て
い

く
中
で
、
様
々
な
地
域
資
源
の
更
な
る
磨
き
上
げ
を
進
め

て
い
き
ま
す
。


